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粉砕機の装置内で起こるメカノケミカル反応 (MC)を利用して、
未利用カルシウム資源の有用物質への変換 (アップサイクル)に
取り組んでいます。

技術内容

未利用カルシウム資源の
高付加価値化技術

石膏(CaSO4・2H2O)からポーラスな球状バテライト型炭酸カルシウム粒子
(CaCO３)を高効率で合成することに成功しました。

石灰から工業的に利用価値が高い消石灰(Ca(OH)2)を合成できます。

バテライト型炭酸カルシウムはドラッグデリバリーシステムの
担体への応用が期待されています。

この反応は、鶏卵の殻、廃棄貝殻などの
地域に分散する未利用CaCO3系廃棄物
へ応用できます。

遊星ミルを用いたメカノケミ
カル反応後、副生成物である
Na2SO4を水で除去して得ら
れた粉体のSEM像

CaSO4・2H2O + Na2CO3
CaCO3 + Na2SO4 + 2H2O

CaCO3 + 2NaOH
Ca(OH)2 + Na2CO3

廃石膏からの球状石灰粒子のMC合成

石灰からの消石灰のMC合成※
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　①操作が単純である
　②スケールアップが容易である
　③固体未利用資源の再資源化に適している

などの工業的に優れたメリットがあります。

メカノケミカル法は、

鉱山由来CaCO3と異なり、
原料由来CO2が発生せずに
Ca(OH)2が生成


